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平成２７年度  事 業 報 告 書 
 

  平成２７年４月１日から  平成２８年３月３１日まで 
 
  
 
 特定非営利活動法人 ピアサポートネットしぶや  
 １ 成果報告 
  昨年度は、事業では、保健所等からの問い合わせ、紹介が増えた。女性利用者の増加や居場所利用を促
すために、編みカフェを試行し、定着、お絵かきカフェも実施した。生活困窮者自立支援法の施行のも
と、渋谷区との連携も視野に入れ、就労準備・訓練や学習支援（子ども食堂）に力を入れた。組織体制で
は、ピアサポーターの人員確保・育成の中で、編みカフェ等を通じて、家族ピアサポーターによる活動を
はじめた。財政基盤では、相談の実態に合わせて支援サービス料金の見直しを実施した。また企業からの
寄付や事業収入増に務めた。 

 
（１）事業 

①自立支援プログラム 
東京都ひきこもり等の若者支援プログラム普及・定着事業研究事業（以下：東京都事業）で、「訪

問相談・支援」「居場所・フリースペース」「社会体験活動」の３つの事業を実施する団体となり２
年目となった。訪問支援において、平成27年度日本郵便年賀状寄附金の助成を得て、ポスター・チ
ラシの製作、配布を首都圏の行政関係機関、通信制高校・サポート校を中心に実施した。訪問支援
員（ピアサポーター）育成研修を4回実施し、教材用DVDを製作し、今後の人材育成に役立てる。生
活困窮者自立支援法における就労準備・訓練を実施していくにあたり、一般社団法人ソーシャルビ
ジネスネットワーク働き方委員会（以下：ＳＢＮ）に意見を求め、連携先を検討している。また学
習支援において、中高生の居場所づくりを展開してきた渋谷ファンインを中心に４ヵ所で子ども食
堂（夜の居場所、学習支援、夕食の提供）を平成28年度から実施するための準備、プレオープンを
行った。 

   
   ②被災地支援 
     現地への訪問頻度は減ったが、日本テーラワーダ仏教協会（以下：テーラワーダ）様より昨年度

に引き続き、継続的に資金援助をいただき、年３回の活動を行った。 
都立広尾高校で実施した「奉仕」の授業で、大槌町での被災地支援活動を中心とする学生ボラ

ンティア活動を紹介し、８月には、生徒先生とともに、大槌を訪れ、地域貢献活動を実施した。 
         
（２）組織運営 
   女性利用者の増加に伴い、女性ピアサポーターの人材確保を継続的に展開した。女性利用者のニーズ

に応え、手芸や絵画があり、家族会のお母様方に協力を求め、ピアサポーター（家族ピアサポーター）
として加わった。 
財政基盤では、飲料自動販売機の設置件数の増加、利用者数の増加、企業寄付を頂いた。 

 
２ 事業の実施に関する事項 
 （１）特定非営利活動に係る事業 
  
 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費の 

金額 

（千円） 

 

 不登校、引き
こもりの子ど
も・若者とそ
の家族及び関
わりを持つ者
に対する相談
事業 

①事前相談 
②個別相談 
 

①②平日 ①事務所 
②事務所 
 
 

①2名 
②2名 
 

①メール38件 
電話73件、来
所102件 
②メール121
件、電話182
件、来所169
件 
 

648 



居場所での

異年齢・異

世代の学び

あいを通し

てコミュニ

ケーション

の力を高め

る学習事業 

①フリーティス 
②居場所・フリースペース 

①平日、1科
目90分 
②平日243日 

①事務所 
②事務所 

①のべ6
名 
②5名 

①のべ9名 
②18名（のべ
来所人数463
回） 

1,080 

不登校・引き
こもり等問題
を抱える子ど
も・若者への
訪問型支援事
業 

①アウトリーチ型支援 
②渋谷区教育センターへの
協力（小中学生対象） 

①平日1～2時
間 
②平日1～2時
間 
 

①家庭訪問、
公共機関、喫
茶店等 
②家庭訪問、
送迎、保健室 

①15名 
②2名 

①26名（201
回） 
②のべ3名 

732 

スポーツ体
験、自然体験
等の体験活動
を通した自立
支援事業 

社会参加 平日随時実施 事務所、恵比
寿東公園、渋
谷上原社会教
育会館、ケア
コミュニティ
原宿の丘 

5名 11名（のべ1,
769名） 

549 

就学者及び退
学者に対する
学業支援事業 

 平日、科目1
回90分 
 

事務所 2名 1名 15 

青少年に関す
る諸問題の調
査・研究事業 

就労準備に関する調査研究 月1回2時間 事務所､ｿｼｵ･ｴ
ﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

3名 社会参加利用
者対象 

50 

青少年に関す
る講演等への
講師派遣事業 

委員及び講師の派遣 ①6/10,9/1,2
11/11, 1/20,
2/17 
②12/22,3/28 
③10/27 
④11/6 
⑤12/21 

①広尾高校、
小松川高校 
②港区 
③東京都 
④日本生産性
本部 
⑤新潟県 

①のべ50
名 
②のべ2
名 
③1名 
④1名 
⑤1名 

①各198名 
②360名 
③30名 
④200名 
⑤50名 
⑥80名 

0 

 前各号に掲げ
る事業に関す
るノウハウ等
のコンサルタ
ント事業 

内閣府アウトリーチ研修生
の受け入れ 

10月の5日間 事務所、原宿
ﾌｧﾝｲﾝ、家庭
訪問 

4名 3名  195 

 その他目的を
達成するため
に必要な事業 

①研修会の実施 
②人材育成 
③家族支援 
④被災地支援 
 

①17回 
②16回 
③38回 
④3回（2泊3
日） 
 

①②事務所、
上原社会教育
会館等 
③事務所、上
原社会教育会
館、ケアコミ
ュニティー原
宿の丘、代々
木小公園、初
台区民館他 
④岩手県大槌
町 

①6名 
②6名 
③のべ74
名 
④のべ13
名 
 

①のべ235名 
②のべ128名 
③のべ158名 
④のべ28名 
 

1,686 

 

 
 （２）その他の事業 実施なし 



 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

事業費の 
金額 

（千円） 

 

      

   
 
 


